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         『３期目の戒め』  

  

 ９月も足早に過ぎていきました。この間「日本語教室 FUJICA」は人数が増え、

ボランティアの先生方が不足するばかりです。 

１７日・１９日と学校運営協議会の会長さんたちと懇談会を持ちました。皆さ

んから様々な意見を伺いました。以下主だった協議内容を列挙します。 

〇役員の後継者育成 〇中学校の部活動をどうしていくか 〇自主財源の確保 

〇冠水対策、災害時の下校 〇学校との情報共有化 〇外国人児童生徒のため

のガイドブックの作成 〇学校のＨＰの更新、ＳＮＳの発信 

 校長会議では９月の暑さ対策について確認しました。冷凍庫・晴雨兼用傘・体

育の授業時間の見直しなどについて考えて頂きました。 

  

 私が教育長となり２期６年が終わります。３期目をお引き受けするにあたり、

私自身の戒めをお話したいと思います。 

 学校教育も社会教育もスポーツも、今までの津島市の教育の伝統の上に、柔軟

でしなやかな展開を進めたいと思います。私の大好きな言葉「流れに従い、流れ

を糺す」を教職員、学校、学校運営協議会、地域や保護者の皆さんと共に実践し

ていきます。子どもたちの知・徳・体を充実させたいと思います。 

 

「キラリと光る津島の教育」「誰一人取り残さない津島の教育」「命最優先、人

権を尊重する津島の教育」「津島愛、津島プライド」の教育を進めてきたつもり

ですが、道半ば、まだまだの感があります。私としては①ＣＳ（学校運営協議

会）・②ＴＰＰ（津島プロログラミングプロジェクト）・③領事館交流プロジェク

ト・④津島の達人ジュニア歴史検定、歴史選手権・⑤教育支援センター（不登校

支援・日本語支援）事業・⑥命最優先の学習プロジェクト（防災学習・がん教育）

の六つの事業を継続発展させていきたいと思います。子どもたちにとって、楽し

くて役に立つ、分かりやすい教育を進めます。 

 

 今後は教職員の働き方改革（健康管理）と中学校部活動の地域展開についても

道筋を探りたいと考えています。いずれにしても皆さんの理解と協働が必要と

なります。様々な場面でのお支えをお願いして私の３期目就任の挨拶とさせて

いただきます。 

 

 柚子風呂や挨拶文を手直しす 

 

     

                     令和７年１０月１日 

                        津島市教育委員会  

教育長 浅井厚視  


